数学科学習指導案

授業の視点

	連立方程式の割合問題を立式する際に立式するための順序や表が書かれたワークシートを用いることは、苦手意識をもった生徒にも抵抗感なく立式させることに有効であったか。


１．題材名　　連立方程式

２．生徒の実態

数Ⅱコース（２年１組）[男子１１名、女子１０名、合計２１名]

【関心・意欲・態度】

比較的習熟度の高い生徒の集まりで、話を聞こうとする姿勢はよく、課題に対してよく取り組み、学習意欲も高い。文章を立式する場面でも一生懸命解こうとする姿がうかがえる。

【見方・考え方】

「値段についての合わせて問題」で立式できた生徒は10人であった。そのうち、連立方程式で立式した生徒は9人、1元1次方程式を利用した生徒は1人であった。何を文字におたらよいのかをきちんと把握している生徒は17人であった。

【表現・処理】

分数係数がある連立方程式を解く問題で、分数係数を整数係数に直して、正解を得られた生徒は９人であった。分数係数を整数係数に直す過程で間違えた生徒が１名、移項を間違えた生徒が２名であった。

【知識・理解】

「100円の5％はいくらでしょう。」で5円と正答が得られた生徒は10人、「35人の40％は何人でしょう。」で、14人と正答が得られた生徒は９人であった。約半数が割合について理解していると考えられる。

３．目標

【関心・意欲・態度】

・連立方程式の使うよさを知り、進んで問題解決に活用しようとする態度を養う。

【見方や考え方】

・1次方程式より連立方程式の方が手際よく解く方法であることに気が付く。

【表現・処理】

・数量を関連づけて連立方程式で表現したり、代入法や加減法を利用して連立方程式の解を求めることができるようにする。

【知識・理解】

・連立方程式、連立方程式の解、代入法、加減法について理解できたり、文章から連立方程式を立式できるようにする。

４．指導計画（連立方程式　全11時間）

　１．連立方程式（6時間）
　　(1)．連立方程式とその解（1時間）

　　(2)．連立方程式の解き方（3時間）

　　(3)．いろいろな連立方程式（1時間）

　　(4)．基本の問題（1時間）

　２．連立方程式の利用（4時間）

　　(1)．連立方程式の利用（3時間）・・・（本時3時間目）
　　(2)．基本問題（1時間）
　３．章の問題A（１時間）

５．本時の学習

（1）ねらい

・数量の間の関係を連立方程式で表すことができる。

・連立方程式を使って問題を解くときの手順を理解し、連立方程式を利用して身近な問題を解くことができる。

（2）準備

教科書、ノート、プリント

（3）展開

	学習活動
	時間
	学習支援の手だて(留意点)
	評価項目(評価方法)

	◎割合について確認する。

(1)30人の10%は？

(2)x人の10%は？

(3)30人のy%は？
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	○割合の計算のやりかたを理解していないといけないので、3問の簡単な割合の計算を考えさせ、割合について理解しているかどうかを確認する。

○全ての生徒が割合について理解できるよう一斉指導で、丁寧に説明し、抵抗感が少なくなるようにする。
	

	・例題１を読み、問題を解く。
	
	○大きな声で問題を読ませる。
	

	例題１

ある中学校2年生の人数は男女合わせて130人です。そのうち、男子の15％と女子の

10％はボランティア活動に参加したことがあり、その人数は16人です。2年生の男子、女子それぞれの人数を求めなさい。



	・どの数量を文字としておくかを考える。
・表を使い、数量関係を把握する。

・連立方程式を作る。
・連立方程式を解く。

・答あわせをする。

・問題１を読み、問題を解く
	10
	○どの数量を文字としておくのか考えさせる。

○割合の計算の復習から%を分数に直すように助言する。

○連立方程式を作らせる

○連立方程式を解かせる。

○机間指導で手が動いていない生徒に助言する。

○生徒の様子を確認して、意図的指名により、答を板書させ、答を確認する。
	

	問題１

バレーボールとサッカーボールを1個ずつ買いました。定価の合計は5500円でしたが、バレーボールは定価の90%で、サッカーボールは定価の80％で売っていたので、代金の合計は4600円でした。バレーボールとサッカーボールの定価はそれぞれいくらですか。



	・問題１の答え合わせをする。
	15
	○3段階の立式の手順を参考にするよう助言する。

○机間巡視で手の止まっている生徒にどこがわからないのか聞き、個に応じた助言をする。

○できた生徒はわからない生徒に助言するようにうながす。

○生徒の様子を確認して、意図的指名により、答を板書させ、答を確認する。
	・連立方程式を作ることができる。(ノート)

	練習問題を解く。

・分数で表された割合問題と食塩の濃度に関するチャレンジ問題を解く。
	15
	○例題と同様に立式すれば問題が解決することを伝える。

○机間巡視で手の止まっている生徒には個に応じた助言をする

○できた生徒はチャレンジ問題に挑戦するようにうながす。

○生徒の様子を確認して意図的指名により答を板書させ、答え合わせをする。
	・連立方程式を使って解くことができる。（ノート）

	５．本時のまとめをする。
	2
	○割合の問題は表などを有効に使うと求めやすくなることを確認する。
	


